
252. 高宮道の常夜燈

1.はじめに

滋賀県犬上郡多賀町多賀に所在する多賀大社は「お

伊勢七たび熊野へ三度 お多賀さまへは月まいり j

と唄われ、伊勢神宮の祭神天照大御神の親神である伊

邪那11皮命、伊邪那美命を祭る神社として古くから信仰

を集めてきた。特に江戸時代以降、庶民が容易に神社

仏閣を巡る旅に出られるようになると伊勢神宮や讃岐

の金毘羅宮、西富三十三所観音霊場などと共に全国か

ら参詣者が訪れるようになった。

今回は多賀大社への表参道でトあっ

る常夜燈から近世末期の多賀信仰の広がりについて見

ていきたい。

2.高官の常被鑓

ら多賀大社に向かう高宮道でもっと

も目立つ芯造物は中山道に面して建つ多賀大社のーの

鳥窟(寛永12年建立・県指定文化財)であろう。この

横には見過ごされがちながら高さ 5mを越える堂々と

した常夜燈が 1基だけ建っている。

この常夜燈は、方形の平面をもっ宮前式と呼ばれる

もので、石垣と長方形の切石を組み合わせた階段状の

基壇上に台石、竿、中台、火袋、笠、宝珠の11慣に組み

上げられている。火袋は四方に正方形の窓をもち、窓

に木製の格子がはめられている。中台には中山道の逆

側に、灯火を燈すための階段が掛けられている。銘文

は竿の中山道側に f多袈大社j、高宮道側に「常夜燈j

と太く崩し気味の字体で刻まれており、建立年月日ゃ

などが記るされていない。

この常夜燈はもともと鳥居の東西に 1基ずつ設置さ

れていたものであるが、現在は西側のものだけが残り、

高宮郵便局側にあったものは高宮道を 211mほど南東に

進んだ、所にある多賀大社御旅所の広場(多賀町尼子@

草の根広場)へ移設されている①。

3.尼子の常夜燈

尼子に移された常夜燈は街道に面する北西慨を正面

として建っており、中台に掛けられた階段が撤去され

ている点などを除いて、鳥居横のものとほぼ同形であ

る。竿には高宮のものと逆に「多賀大社jと刻まれた

菌の右側に[常夜燈Jと刻まれており、高宮道を挟ん

で左右に建てられていたことを示している。

尼子の常夜燈と高宮の常夜燈で大きく違う点は尼子

のものには明治24年(1891)の移設に際して竿の部分

に迫刻がされており、これまでの経緯を知ることがで

きることである。左面に[文政ト一年創建北川善兵

衛JI明治二年再修発起人 北川忠四郎Jとあり裏面に

「明治廿四年移築発起人北}II口(不明)兵衛J(以

下 3名省略)と記るされており、この常夜燈は文政十

一年 (1828)に建立され、明治 2年 (1869)に一度修

理され、その後明治24年 (1891)に現在の場所に移築

されたことがわかる。

さらに、台おと基段の上 2段の側面には再修の際の

ものとみられる寄進者名とその住所が 4揺すべてにび

っしりと刻まれており、風化や破損のため判読できな

い部分もあるが台石の裏面にあたる南面右端より「再

建施主jとして325名の名前がみえる②。寄進者の大半

は地元近江国であるが、東日本を中心に遠くは新潟に

まで及んでいる。

再建の時期は、年号等の記載がないものの寄進者の

所在地に f江戸j と響かれた例と「東京Jと脅かれた

例があることや「大阪Jと「大坂jと2種類の漢字を

使っていることなどから、江戸時代からほど遠くない

明治時代とみられ、竿に記された明治 2年の再修にと

もなうものであろう。
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